
認 定 書

国住参建第 2032号
令和 5年 10月 19日

ケイミュー株式会社

代表取締役 社長 木村 均 様
吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-3702-4

2.認定をした構造方法等の名称
吹付け硬質ウレタンフォーム充てん/イ ンシアヌレー トフォーム裏張鋼
板・構造用面材 [木質系ボード、セメント板、火山性ガラス質複層板又はせ

つこうボー ド]表張/せつこうボード裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



(別 添)
1,構造名
吹付け硬質ウレタンフォーム充てん/イ ンシアヌレー トフォーム裏張鋼板・構造用面材 [本質系ボー
ド、セメント板、火山性ガラス質複層板又はせつこうボー ド]表張/せっこうボー ド裏張/木製軸組
造外壁

2.寸法およ (寸法単位 :nln)

3.材料構成
1)

項  目 仕 様

壁   高 構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする
壁   厚 154.5以上

項  目 仕 様

□ 荷重支持部材
・種類  (1)～ (4)の うち、いずれか一仕様とする
(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材
(JASおよび」AS材の加工品を含む)
(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材
(JASおよび JAS材の力田工品を含む)
(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用単板積層材
(」ASお よび JAS材の加工品を含む)
(4)平成 12年建設省告示第 1452号第五号に規定する無等級材または第六号に
規定する木材

・断面寸法 105X105の断面寸法以上

柱

・密度 0.38とαl,8g/cm3以 上

□F日牲 木
・種類 (1)～ (3)の うち、いずれか一仕様とする
(1)製材

(2)集成材

(3)単板積層材
・断面寸法 27× 105の断面寸法以上
・間隔 500以 下

回胴縁
・種類  (1)～ (3)の うち、いずれか一仕様とする
(1)製材

(2)集成材

(3)単板積層材
・断面寸法 一般部 12X40の断面寸法以上

目地部 12× 40の断面寸法以上を2列または12X80の断面寸法以上
。間隔 500以下

木

□ 受け材 (1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする
(1)な し

(2)木

・種類 1)～ 3)の うち、いずれか一仕様とする
1)製材
2)集成材
3)単板積層材

・断面寸法 25× 25の断面寸法以上
。取付位置 構造用面材または内装材横目地位置
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(寸法単位 :dHn)

項  目 仕 様

回補りJ月腺 (1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し

(2)木
・種類 1)～ 3)の うち、いずれか一仕様とする
1)製材
2)集成本オ
3)単板積層材
・断面寸法 12X40の断面寸法以上
・取付位置 構造用面材

回外装材 イツシアヌレー トフォーム裏張鋼板

[1]構成

[1]-1表面材
。材質 (1)～ (18)の うち、いずれか一仕様とする

(1)塗装/亜鉛めっき鋼板 (国土交通大臣認定 :NM-8697)

(2)溶融亜鉛めつき鋼板
・規格 JIS G 3302
(3)塗装溶融亜鉛めっき鋼板
・規格 JIS G 3312
(4)溶融亜鉛-5%アルミユウム合金めつき鋼板
・規格 JIS G 3317
(5)塗装溶融亜鉛 -5%アル ミニウム合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3318
(6)溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板
・規格 JIS G 3321
(7)塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板
・規格 JIS C 3322
(3)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (鋼板に限る)

・規格 JIS K 6744
(9)一般構造用圧延鋼材
・規格 JIS G 3101
(10)冷問圧延鋼板
・規格 JIS G 3141
(11)熱関圧延軟鋼板
・規格 JIS C 3131
(12)電気亜鉛めつき鋼板
・規格 JIS G 3313
(13)建築構造用溶融亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板

(国土交通大臣指定建築材料 :ヽISTL-0064、 0065、 0069、 0070、 0362、

0965)

(14)溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板
・規格 」IS G 3323
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阻 n)

項  目 仕 様

回外装材
(つづき)

(15)ポ ジエステ つき鋼板

ホ
°
)イノンアネマト          66■ 7
ホ・リエーテル系ホ

°

'オ

と″      3■ 3
ホ
°
)エステルЯRホ
°
,オ
‐ル      23■ 4

難燃剤 (り ん系)   5■ 2
三量化触媒、整泡剤  3.3
発泡剤 (HFC系、HFO系)5■3～ H±3(外割)
・イア汀ネート指数 279

37.5

・材質 1)～ 11)の うち、いずれか一仕様とする
1)塗装/亜鉛めっき鋼板 (国土交通大臣認定 :NM-8697)
2)溶融亜鉛めっき鋼板
。規格 JIS G 3302
3)溶融亜鉛-5Xアルミニウム合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3317
4)溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板
・規格 JIS C 3321
5)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (鋼板に限る)
・規格 JIS K 6744
6)一般構造用圧延鋼材
・規格 JIS G 3101
7)冷間圧延鋼板
。規格 JIS G 3141
8)熱間圧延軟鋼板
・規格 JIS G 3131
9)電気亜鉛めつき鋼板
・規格 JIS C 3313
10)建築構造用溶融亜鉛―アルミユウムーマグネシウム合金めつき鋼板
(国土交通大臣指定建築材料 :MSTL-0064、 0065、 0069、 0070、
0362、  0965)
11)溶融亜鉛一アルミニタムーマグネシウム合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3323

(16)冷問圧延ステンレス鋼板の一部
・規格 JIS G 4305

(17)熱間圧延ステンレス鋼板の一部
・規格 JIS G 4304

(18)塗装ステンレス鋼板の一部
。規格 JIS G 3320

。(16)～ (18)の鋼種 :SUS430、 SUS445J二 、S恥445J2、 SUS447Jl
6厚さ 0.27以上
[l]-2芯材
・材質 インシアヌレー トフォーム
・組成 (質量%)
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(寸法単位 :mm)

項 目 仕 様

回外装材
(つづき)

[1]-3裏面材
・材質 (1)～ (7)の うち、いずれか一仕様とする
(1)アルミニウム合金はく
。規格 JIS H 4160

(2)は り合わせアルミニウムはく
・規格 JIS Z 1520

(3)塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3322

(4)溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3321

(5)塗装溶融亜鉛合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3312

(6)溶融亜鉛合金めつき鋼板
・規格  JIS G 3302

(7)塗装溶融―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3323

・厚さ  (1)0,02■ 0。02以上
(2)0.2■01

(3)～ (7)0,15以 上

[1]-4水密材A

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し

(2)あ り
。材質 1)～ 7)の うち、いずれか一仕様とする
1)合成ゴム系
2)軟質塩化ビニル系
3)ポ リウレタン系
4)アクリルウレタン系
5)ポ リサルファイド系
6)変成シジヨーン系
7)ポ リエチレン系
・使用量 0.lg/m以上 (有機質量)

[2]表裏面塗装
(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し

(2)あ り
・種類 1)～ 9)の うち、いずれか一仕様とする
1)フ ッ素系樹脂
2)ア クリル系樹脂
3)ア クリルウレタン系樹脂
4)ウ レタン系樹脂
5)ア クリルシジヨン系樹月旨
6)無機質系
7)エポキシ系樹脂
8)ポ リエステル系樹脂
9)上記1)～8)の組合せ

[3]表裏面合計有機質量 (芯材・水密材を除く部分)60g/m2以下

-4-



“
lm)

項  目 仕 様

団外装材
(つづき)

[4]形状

[4]-1断面形状
。厚さ 16とュ6～ 25.25(最低厚さH± 11以上)
・働き幅 400■ 40
・長さ 10000以下
。断面欠損率 H.8■ 1硝%以下 ※
※裏面から16以下の部分の溝深さによる

欠損率とする
。裏面隙間 4.6と 016以下
・a部重なり 10.4■ 1田以上
・b部重なり 29.5とと9s以上

[4]-2表面材形状

(1)～ (4)の うち、いずれか―仕様とする

(1)平滑

(2)エ ンボス

(3)溝付き

(4)上記 (1)～ (3)の組合せ

(1)平滑の形状例

16と ,6～ 25と 25

(2)エ ンボスの形状例

16と 16~25.25
llと |:以上

(3)溝付きの

16と 16～ 25■ 25
lliII以 上

(4)上記 (1)～ (3)の組合せの形状例

16と 16～ 25=25
11と :ょ 以上

[5]張 り方

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)横張

(2)縦張

~Э~



( 山 )

項 目 仕 様

日 構造用面材 (1)～ (1)のうち、セ

(1)木質系ボード

さ

とする

1)～6)の うち、いずれか一仕様とする
1)普通合板
・規格 JAS
・厚さ 9以上
2)構造用合板
・規格 JAS
・厚さ 9以上
3)構造用パネル
・規格 JAS
・厚さ 9以上
4)パーティクルボード
・規格  JIS A 5908
・厚さ 9以上
5)ミ ディアムデンシティファイパーボード
・規格  JIS A 5905
・厚さ 9以上
・密度 0.7g/cm3以上
6)シージングポー ド
・規格  JIS A 5905
・厚さ 12以上
。密度 0.33～ 0,42g/cn3

(2)セ メント板
1)～7)の うち、いずれか一仕様とする
1)硬質木片セメント板
・規格  JIS A 5404
・厚さ 12以上
2)硬質本毛セメント板
・規格 JIS A 5404
・厚さ 12以上
3)フ レキシブル板
・規格  JIS A 5430
。厚さ 9以上
4)パルプセメント板
・規格  JIS A 5414
・厚さ 9以上
5)けい酸カルシウム板
。規格  JIS A 5430
。厚さ 9以上
6)両面アタリ″系樹脂塗装/′

・ヽ″7・・けい酸質混入セメント板
(国土交通大臣認定 :QM-0457)
。厚さ 9以上
7)ス ラグせつこう板
・規格  JIS A 5430
・厚さ 9以上

(3)火山性ガラス質複層板
・規格 JIS A 5440
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m11)

項  目
□構造用面材
(つづき)

仕 様

(4)せっこうボー ド      ~
1)～6)の うち、いずれか一仕様とする
1)せつこうボー ド
・規格ヽ  JIS A 6901
・厚さ 9.5以上
2)強化せつこうポード
・規格  JIS A 6901
・厚さ 12.5以上
3)両面ボード用原紙張/せつこう板
(国土交通大臣認定 :NM-4127)
。厚さ 9.5以上
4)ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板
(国土交通大臣認定 :QM-095Ⅲ l)
。厚さ 9.5以上
5)ボー ド用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板
(国土交通大臣認定 :Q卜0955-1)
・厚さ 9.5以上
6)ボード用原紙張/ガラス繊維混入せつこう板
(国土交通大臣認定 :RM-0059)
。厚さ 9.5以上

回充てん断熱材

回 内装材

吹付け硬質ウレタンフォーム

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする
(1)仕様 1
・組成 (質量%)
ホ
°
)イツシアネート
ホ・リエーテルホ

°
)オール

水

難燃剤 (り ん系)
添加剤 (ウ レタン化触媒、整泡剤等)
卜指数

・密度 14.2kg/m3
・厚さ 50■ 5～Ю5± 11
(2)仕様2
・組成 (質量%)

非公開

ホ・)イツシアネート
ホ
°
)ユーテルホ
°

'オ

‐ル

水

難燃剤 (り ん系)
添加剤 (ウ レタン化触媒、整泡剤等)
ネート指数

・密度 10.2kg/m3
さ

せっこう ― ド
。材質  (1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)せつこうボー ド
・規格 JIS A 6901
・厚さ 12.5以上
(2)強化せつこうボー ド
・規格 JIS A 6901
・厚さ 12.5以上

。端部形状 1)～ 3)の うち、いずれか一仕様とする
1)ス クエア

2)ベベル

3)テーパ
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2)副構成材料
(寸法単位 :mttl)

項  目 仕 様

①防湿紙 (1)～ (13)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し

(2)ア スファル トフェル ト
・規格 JIS A 6005
(3)透湿防水シー ト
・材質 1)～ 3)の うち、いずれか一仕様とする
1)ポ リエチレン系樹脂

2)ポ リプロピレン系樹脂

3)ポ リエステル系樹脂

(4)プラスチックシー ト
・材質 1)～ 7)の うち、いずれか一仕様とする
1)飽和ポリエステル系樹脂

2)ポ ツプロピレン系樹脂

3)ポ リエステル系樹脂

4)ポ ヅ塩イ監ビニル系樹脂

5)ABS系樹脂
6)ポ リエチレン系樹脂

7)ポ リスチレン系樹脂

(5)防水通気シー ト
・材質 1)～ 7)の うち、いずれか一仕様とする
1)飽和ポジエステル系樹脂

2)ポ ツプロピレン系樹脂

3)ポ ジエステル系樹脂

4)ポ ヅ塩化ビニル系樹脂

5)ABS系樹脂
6)ポ ジエチレン系樹脂

7)ポ リスチレン系樹脂

(6)オ レフィン系シー ト

(7)住宅用プラスチック系防湿フィルム

・規格 JIS A 6930
(8)包装用ポリエチレンフィルム

・規格 JIS Z 1702
(9)農業用ポリエチレンフィルム

・規格 JIS K 6781
(10)上記 (2)～ (9)に高分子吸収体 (吸水ポリマー、メチルセルロース)を組合

せたもの

(11)上記 (2)～ (10)の組合せ

(12)上記 (2)～ (11)にアルミ蒸着したもの

(13)上記 (2)～ (11)にアルミ箔を貼合せたもの

・単位面積質量 430g/m2以 下

②防水紙 ①防湿紙の(1)～ (13)の うち、いずれか一仕様とする
。単位面積質量 430g/m2以 下
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項 目

③シーリング材
(1)な し

(2)あ り
。材質 1)年 12)の うち、いずれか一仕様とする
1)変成シヅコーン系
2)シ リコーン系
3)ア クリル系
4)アクヅルクレタン系
5)ポ リウレタン系
6)ポ リサルファイ ド系
7)変成ポリサルファイ ド系
8)エポキシ系
9)ブチルゴム系
10)スチレンプタジエンゴム系
11)油性コーキング材
・規格 JIS A 5751
12)シ リコーン系マスチック

のうち、いずれか一仕様とする

量

④
バックアップ材 (1)な し

(2)あ り (水密材Bおよび水密材Cがない場合のみ)
・材質 1)～ 8)の うち、いずれか一仕様とする
1)ポ リプロピレン系
2)合成ゴム系
3)軟質塩化ビニル系
4)ポ リウレタン系
5)ア クリルウレタン系
6)ポ ツサルファイ ド系
7)変成シヅコーン系
8)ポ リエチレン系

0. 以上

のうち、いずれか一仕様とする

⑤役物 (1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする
(1)日地セット

[1]目地カバー
・材質 1)～ 6)の うち、いずれか一仕様とする
1)塗装溶融55%アルミユウムー亜鉛合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3322
2)塗装/亜鉛めっき鋼板 (国土交通大臣認定 :NM-8697)
3)塗装溶融亜鉛めっき鋼板
。規格 JIS G 3312
4)塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3318
5)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (鋼板に限る)
・規格 JIS K 6744
6)ポ リエチレン被覆溶融亜鉛めっき鋼板
。厚さ 0.27以上
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(寸法単位

項  目 仕 様

⑤役物
(つづき)

・表裏面塗装 (1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し                .
(2)あ り
。種類 1)～9)の うち、いずれか一仕様とする
1)フ ン素系樹脂
2)ア クリル系樹脂
3)ア クヅルウレタン系樹脂
4)ウ レタン系樹脂
5)ア クリルシリコン系樹脂
6)無機質系
7)エポキシ系樹脂
8)ポ ジエステル系樹脂
9)上記1)～8)の組合せ
。塗布量 60g/m2以下(表裏面合計有機質量)

[23日地受け材
・材質 1)～ 5)の うち、いずれか一仕様とする
1)溶融55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板
・規格 JIS G 3321
2)溶融亜鉛-5%アルミニタム合金めっき鋼板
・規格 JIS G 3317
3)溶融亜鉛めっき鋼板
・規格 JIS G 3302
4)電気亜鉛めっき鋼板
・規格  JIS G 3313
5)溶融アルミニウムめっき鋼板
・規格 JIS G 3314

目絶カバー

目地カバー・ 目地受け

材の代表例
引 !

ユ ・毛
I卜・

■
ユ
〓
♂

”　
。
　

　

一Ⅲξ壱イ与毒争存ぅょぃずれか一仕様とする
目
丁4!d.AA一ニ

1)な し
2)合成ゴム系
3)軟質塩化ビニル系
4)ポ リウレタン系
5)ア クリルクレタン系
6)ポ リサルファイド系
7)変成シリコーン系
8)ポ リエチレン系
・使用量 0.lg/m以上 (有機質量)
(2)H型 ジョイナー

[1]H型ジョイナー

フ生独以上

H型ジョイナーの代表例

34ti4以上
養里強茎茎働塑麹 藝佐壁(・

引
慕

=

呼
ヽ

由

~L

・材質 (1)― [1]日 地カバーと同じ
・規格 (1)― [1]目地カバーと同じ
・表裏面塗装 (1)― [1]日地カバーと同じ
・種類 (1)― [1]目地カバーと同じ
・塗布量 (1)一 [1]目地カバーと同じ
・厚さ 0。 27以上

[2]水密材C
・材質 (1)― [3]水密材Bと 同じ
。使用量 (1)― [3]水密材Bと 同じ

7生 ,2以上
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(寸法単位 :IIm)
項 目 仕 様

⑥留付け材 [1]―

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする
(1)く ぎ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ス テンレス

2)鉄

・寸法 φ2.1以上 X L25以上
。間隔 横張時 500以下 (水平方向)

外装材の幅による(垂直方向)
縦張時 外装材の幅による(水平方向)

500以下 (垂直方向)
(2)ね じ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ス テンレス

2)鉄
。寸法 φ2,1以上 X L25以上
。間隔 横張時 500以下 (水平方向)

外装材の幅による (垂直方向)
縦張時 外装材の幅による (水平方向)

500以下 (垂直方向)
[1]-2外装材補強固定用

(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し

(2)ね じ
。材質 1)、 2)の うち、いずれか―仕様とする
1)ステンレス

2)鉄
。寸法 o3.5以上XL25以上
。間隔 横張時 440以下(垂直方向)

2∞0以下(水平方向)

縦張時 440以下(水平方向)
2000以下(垂直方向)

(3)く ぎ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか―仕様とする
1)ステンレス

2)鉄

・寸法 φl.6以上×L19以上
・間隔 横張時 をと()以下(垂直方向)

2000以下(水平方向)

縦張時 440以下 (水平方向)
2000以下 (垂直方向)

[2]胴縁固定用

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする
(1)く ぎ
。材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄

・寸法 o2.1以上 X L38以上
・間隔 500以下
(2)ね じ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄

・寸法 φ2,1以上 X L38以上
500以下
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可 法 早

項  目 仕 様

⑥留付け材
(つづき)

[3]補助胴縁固定用

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)く ぎ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
と)ステンレス

2)鉄

・寸法 φ2.1以上×L38以上
。間隔 3000以下
(2)ね じ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする

1)ステンレス

2)鉄

`寸法 φ2.1以上 X L38以上
。間隔 3000以下
[4]構造用面材固定用

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)く ぎ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄        .
・寸法 o2.1以上 X L38以上
・間隔 500以下
(2)ねじ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄

・寸法 φ2.1以上×L38以上
・間隔 500以下

[5]役物固定用

(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする

(1)く ぎ
・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄

・寸法 φ2.1以上XL25以上
・間隔 3000以下
(2)ね じ

・材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様 とする

1)ステンレス

2)鉄

・寸法 φ2.1以上X L25以上
・間隔 3000以下
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Ш B)

項  目 仕 様

⑥留付け材
(つづき)

[6]内装材固定用
(1)、 (2)の うち、いずれか一仕様とする
(1)く ぎ
。材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄

・寸法 φ2.1以上 X L38以上
・間隔 200以下 (周辺部)

200以下 (中央部)

(2)ね じ
。材質 1)、 2)の うち、いずれか一仕様とする
1)ステンレス

2)鉄
。寸法 φ2.1以上 X L38以上
・間隔 200以下 (周辺部)

200以下 (中央部)
[7]防湿紙固定用
ステープル

・寸法 幅10以上 X長 さ6以上
・間隔 3000以下 (水平方向)

1000以下 (垂直方向)
[8]防水紙固定用
ステープル

・寸法 幅10以上 X長さ6以上
。間隔 3000以下 (水平方向)
1000以下 (垂直方向)

⑦内装材目地処理材
(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様もしくは組合せとする
(1)な し

(2)せっこう系パテ

(3)ジ ョイントテープ
。材質 1)～ 4)の うち、いずれか一仕様とする
1)紙

2)ガラス繊維
3)ポ ツプロピレン系
4)ステンレス帯板とガラス繊維の組合せ

[2]横目地部
(1)または(1)と (2)の組合せとする
(1)せつこう系パテ
・塗布量 20g/m以上
(2)ジ ョイントテープ
・材質 1)～ 4)の うち、いずれか一仕様とする
1)紙

2)ガラス繊維
3)ポ ツプロピレン系
4)ステンレス帯板とガラス繊維の組合せ

[1]縦 目地部
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寸法 山la)

項  目 仕 様

⑥外装材補強固定用
留付け材防水材

(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様とする

(1)な し

(2)水密材
。材質 1)～ 10)の うち、いずれか一仕様 とする
1)ポ リプロピレン系

2)合成ゴム系

3)塩化ビニル系

4)ポ リウレタン系

5)ア クリルウレタン系

6)ポ ツサルファイ ド系
7)シ リコン系

8)ポ リエチレン系

9)オ レフィン系
10)1)～9)の組合せ

(3)シーリング材
・材質 1)～ 12)の うち、いずれか一仕様 とする
1)変成シリコーン系
2)シ リコーン系
3)ア クヅル系

4)アクリルウレタン系

5)ポ リウレタン系

6)ポ ツサルファイ ド系
7)変成ポツサルファイ ド系

8)エポキシ系

9)プチルゴム系
10)スチレンプタジエンゴム系

11)油性コーキング材
・ナ見格 JIS A 5751
12)シジヨーン系マステンク

。(2)と (3)の使用量 15g/m2以下(I団外装材[3]表裏面合計有機質量との合計有機
質量60g/m2以 下とする)

③補強金物 (1)、 (2)の うち、いずれか―仕様とする

(1)なし
(2)あ り
。材質 回期財 [1]-1と同じ
・厚さ 0,27以上
。間隔 横張時 外装材の幅による (垂直方向)
縦張時 外装材の幅による (水平方向)

・形状 下図参照 (代表例)

■
'

ヽ

■
.

ヽ

引
・

ヽ

引
'

ヽ

ざ

引
｀

ヽ
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4.構造説明図

斜視図(横張の場合)
(寸法単位 :皿)

期
一
外
一

＼

柱

一

＼

基礎※
ヽ

ヽ

水平断面図 (横張の場合)

(屋外偵ll)

＼
八
ヽ
　

、

煽縁固定用留付tす材

防水紙(ありまたはなし)

/  外義村

Ｅ
ユ
飩―
〓
Ｊ
， 　
】

ヽ` 睡

内ヽ装材  、 柱ヽ 防`涅無

馨
1君

言
引

'

要

N ヽ ＼

ヽ＼ヽ防混紙固定用留付け材(ありまたはなし)

ド
(屋内側

注)寸法および材料構成は2および 3のとおり
※ :本評価内容に含まない
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鉛直断面図 (横張の場合)

(屋外側)

外装材固定用留付け材
― 一

獅

ヘ

ーーーー‐‐――・‐―――‐・＼
、

注)寸法および材料構成は2および 3の とおり

b握盤回庭孤留付呻 型り

 `        日・あι,またはなし,

(寸法単位 :mm)

(屋内側)障
〔

外装材

!1瑯 以上 _
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(寸法単位 :m)
斜視図 (縦張の場合 )

防混紙(ありまたはなし)ヽ

肉装材

受け材(構造用面材側・ありまたはなし)

受け材(内袋日・ありまたはなし)

水平断面図 (縦張の場合 )

防水紙固定用     ＼
＼

外装材

内ヽ装材日地処理材(ありまたはなし)
螂

(屋外仰l)

鳳撮国庄凪目■壁撤

．
引
慕
いま

”
一

＼封

苺
゛
い
一

峯酔
一

｀
白雲材  

｀`

、 防混紙(ありまたはなし)
↓
慕
い
゛
”

ヽ  ｀

ヽ

に 内側)

注)寸法および材料構成は2および 3のとおり
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鉛直断面図 (縦張の場合)

(屋外側)

注)寸法および材料構成は2および 3のとおり

、防湿紙固定層留付け材(あ班由回締し,

、こう嘔目』 赳ヒことらヒとここと」 ヒとと二LD

目地処理材

(寸法単位 :皿B)

(屋内側)

1生醸-2聰と

1催■
| 2`以■i
:1■5以上 !
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外装材形状例 (断面)の代表例

(1)平滑

(寸法単位 :皿 )
目
Ｆ
Ｈ
Ｅ
章

Ｆ

100と。(離櫃)

坐 03

艇` サAl盛炒_盟 し)

水會材A〔おりまたはなし)

rこく丘下■
艶

(2)エンボス

(3)溝付き

(4)上記 (1)～ (3)
の組合せ

_二 _二 と,、
遠く

こ`璽螢

二  r_  ■ _    ● _

瀬

■‥鵡

Ｊ
ば，

＼醸

＼ ・
額`

外装材形状例 (接合部)の代表例

仕様 1

ふ朗 小〔あツ喜え墜をし)

注)寸法および材料構成は2および 3のとおり

Ｏ

　

　

　

　

ｏ

，

ｎ

４

１

１

１

１

１１

0

＝
ヽ
Ｆ
ミ
引
い
。甜

Ｒ
嶺
諄
ｄ
Ｊ

引
耳
菫
二
〓

一

仕様 2

0

0

仕様 3

ヽ

lo Э
:

0  1

イ
ヽ
４
碁
η
許

四
ｕ
Ⅳ
ａ貿
温
ｄ
゛

４
理
雪

ぎ
３‐
一

ミ
ぎ

0

ヽ

壌整整郎型り自攘盤↓)
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役物の代表例

目地カバー
 ・

水密材B(ありまたはなし)

日地受け材

補強金物の代表例

(寸法単位 :lll工 l)

日地セ ッ ト

34± 34以上

引
ヘ
ト
覇
Ｌ

水密材Cくありまたはなし)・

H型ジヨイナー

H型ジヨイナー

34± 34以上

72ょ ,2以上

引
へ
。
ｉ
写

引
Ａ
。
扁
望

72+72以 上

引
蚕
Ｒ
Ｏ

　

引
公
馬
．ｏ

↓
へ
馬
．ｏ
　
一引
蚕
Ｒ

ｏ

引
委
馬
．０
　
　
引
へ
Ｒ
・ｏ

注)寸法および材料構成は
2お よび 3の とおり
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5.施工方法等

く施工図〉

4.構造説明図と同じ

〈施工手順〉

(1)下地

:ド
とヨt構≧阜:'g慈≧霊尋覇霧P笛違F璧写屏遍齢;鴛研雫源言語

ける。

貿テ竜と手播慧整〕t盈
『寄称頭荷弔〒豪結奪雲炉

留伸ぉ。

スターター鏑 が → 泳 鞘 を用いて水科 こ曲 ナ乱

と用いて水平に取付ける。

x石で喜母抒署Fし
ヽ50omm以 下の間隔で不陸のないょぅに平滑とこ荷重支

(上の胴縁2列または、80,lm幅以上の胴縁を配置する。

五とぞ害母好署Fし
ヽ50o,ll■以下の間隔で不陸のないょぅに平滑に荷重

易合  
ジヨイナー)の取付け

ナ 
下の間隔でくぎまたはねじで留付ける。

300ollMD以下の間隔でくぎまたはねじで留付ける。
・外装材が横張の場合

.テ彗尊革球ごみξま予蓋慧析Υ孫ぎ雪蟹埼電まう島とと鳶亀,童璽こ1竃ことrド1以
下、垂直方

ぞ審打写磐Fに
水平方向は外装材の働き幅間隔以下、垂直方向は500皿ll以下の間隔でくぎまたはねじ

蒼警召浄
部に差込み、くぎまたはねじで留付け施工する。

A

〉込む。

てん断熱材を吹付け施工する。充てん断熱材は必要に応 じて切削

(10蹴 浄

ウレタンフォームェ業会の自主管理基準により管理する。

(11)驚霙薪慮景灯伊
る場合は、ステープルを用いて留付ける。

g吾
争ξl;:二雪ぅ3吾|:ξこ再F∬

基首尾鎌|:層舷望足恐じて、せっこう系パテを塗布する。
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